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吾
国
に
於
け
る
金
融
独
占
資
本
の
制
覇
が
、
昭
和
三
年
に
始
ま
る
恐
慌
を
遥
じ
て
確
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
ろ
で
あ
る
が
、
資
本
蓄
積
が
充
分
で
な
く
人
口
が
過
多
で
あ
る
吾
国
の
経
済
社
会
構
造
に
於
て
は
、
そ
れ
は
そ
の
上
部
構
造
に
は
強
く
作
用
し
た
が
、
下
部
構
造
た
る
農
村
に
は
寧
ろ
逆
に
作
用
し
て
、
そ
の
窮
乏
化
を
一
層
促
進
す
る
こ
と
4
な
っ
た
。
そ
の
た
め
農
村
は
他
の
社
会
と
同
一
歩
調
で
近
代
化
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
寧
ろ
停
滞
状
態
を
呈
し
、
そ
の
結
果
は
絶
対
主
義
の
再
現
と
な
っ
た
こ
と
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
4
に
日
本
社
会
の
二
重
構
造
、
即
ち
近
代
社
会
と
前
近
代
社
会
の
共
存
を
生
み
、
そ
の
中
に
生
ず
る
矛
盾
は
、
農
村
を
形
成
す
る
農
民
自
休
は
資
本
主
義
の
先
行
形
態
の
遣
物
た
る
過
渡
的
存
在
と
し
て
、
早
晩
分
解
す
べ
き
運
命
の
も
の
と
断
ぜ
ら
れ
乍
ら
、
経
済
上
部
構
造
強
化
の
反
作
用
と
し
て
、
反
っ
て
農
村
を
弱
体
な
が
ら
半
固
定
的
な
停
滞
の
中
に
も
維
持
す
る
地
盤
を
築
く
こ
と
4
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
支
え
た
の
は
皮
肉
に
も
近
代
工
業
の
拡
大
に
よ
る
余
剰
農
村
労
力
の
吸
収
で
あ
っ
た
。
兼
業
農
家
数
の
漸
増
と
、
農
村
人
口
の
都
市
移
出
増
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
が
農
村
の
一
層
の
窮
乏
化
を
阻
止
も
し
た
が
、
又
一
方
で
行
詰
り
打
解
の
努
力
に
よ
る
近
代
化
へ
の
発
展
を
防
げ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
大
都
市
近
郊
最
村
の
消
費
者
行
動
ヽ
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
山
ー
兵
庫
県
揖
保
郡
五
ヶ
町
調
査
を
中
心
と
し
て
ー
ー
崎
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
と
紀
男
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二、
見
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
然
る
に
第
二
次
大
戦
後
に
採
ら
れ
た
農
業
政
策
の
農
地
改
革
と
農
作
物
の
輸
入
は
、
そ
の
目
的
が
農
村
近
代
化
の
停
滞
を
打
破
し
、
絶
対
主
義
の
基
盤
を
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
主
化
を
進
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
丈
け
に
、
明
浩
以
来
の
伝
統
的
社
会
構
造
の
二
重
性
そ
の
後
農
村
は
確
か
に
他
の
社
会
と
共
に
変
り
つ
4
あ
る
。
近
代
化
の
剌
戟
は
農
村
の
い
ろ
L
＼
の
面
に
於
て
与
え
ら
れ
つ
4
あ
る
。
日
本
全
社
会
近
代
化
促
進
の
た
め
に
は
人
口
の
四
十
数
。
＾
ー
セ
ン
ト
に
及
ぶ
農
村
の
近
代
化
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
一
方
国
内
に
於
け
る
資
本
蓄
積
の
現
状
と
激
化
せ
る
泄
界
独
占
資
本
下
の
国
際
競
争
に
よ
る
資
本
の
集
中
強
化
は
相
も
変
ら
ず
社
会
の
二
重
構
造
を
育
成
す
る
要
素
と
し
て
強
く
作
用
し
つ
4
あ
る
。
従
っ
て
農
村
ほ
一
方
で
近
代
化
を
促
進
さ
れ
、
他
方
で
そ
れ
を
妨
げ
ら
れ
つ
4
あ
る
。
近
代
化
を
見
つ
4
あ
る
が
如
く
で
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
深
く
根
ざ
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
近
代
化
が
皮
相
的
で
而
も
凸
凹
で
前
近
代
性
と
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
て
い
る
。
そ
の
実
相
は
い
ろ
／
＼
の
面
に
現
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
充
分
に
把
え
る
た
め
に
は
精
密
な
労
多
き
調
査
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
吾
々
が
今
こ
4
に
用
意
し
た
材
料
は
、
そ
の
調
査
目
的
が
本
来
こ
の
目
的
の
た
め
で
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
充
分
に
農
村
の
こ
の
面
の
実
相
を
伝
え
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
。
然
し
そ
の
一
端
を
う
か
が
う
為
め
の
も
の
と
し
て
は
或
は
他
の
方
式
に
よ
る
調
査
に
見
る
こ
と
の
出
来
ぬ
異
っ
た
角
度
よ
り
農
村
を
見
る
も
の
と
し
て
好
都
合
の
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
即
ち
最
近
一
般
の
注
目
を
浴
び
始
め
た
消
費
者
行
動
の
分
析
手
法
を
用
い
て
農
民
の
購
買
行
動
に
現
れ
た
も
の
に
意
識
の
合
理
的
近
代
性
と
固
定
的
前
近
代
性
と
を
本
資
料
は
神
戸
新
聞
社
が
得
意
先
た
る
広
告
主
へ
の
P
.
R
と
し
て
、
市
場
調
査
資
料
を
そ
の
宜
伝
技
術
研
究
室
を
し
て
編
集
さ
せ
を
崩
壊
さ
せ
、
農
村
近
代
化
促
進
の
契
機
を
な
し
た
。
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農
業
人
口
構
成
率
姫
路
市
人
口
二
五
1
1、
q
•
1
一
五
農
業
四
0
、
七
二
六
昼
間
人
口
の
増
減
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
証
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
」
人
口
中
の
比
率
一
五
、
九
％
月
刊
と
し
て
配
布
し
て
い
る
「
5
5
」
の
「
西
播
地
方
の
購
買
習
慣
」
特
集
号
の
一
部
で
あ
る
。
仝
号
の
傍
題
は
「
大
都
市
周
辺
の
近
調
査
地
帯
一
般
に
就
い
て
の
知
識
が
問
題
の
理
解
に
必
要
で
あ
る
の
で
、
そ
の
説
明
に
つ
い
て
は
便
宜
上
同
誌
の
説
明
を
引
用
す
「
西
播
地
方
は
、
兵
庫
県
の
南
西
部
に
あ
た
る
一
地
域
で
あ
り
、
そ
の
面
績
は
二
、
四
二
四
平
方
粁
、
兵
庫
屎
全
体
の
二
九
彩
強
を
そ
の
北
部
は
中
国
山
脈
に
よ
っ
て
但
馬
地
方
と
接
し
、
宍
粟
郡
一
帯
は
兵
庫
県
の
代
表
的
林
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
南
部
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
て
豊
饒
な
水
田
が
拓
け
、
製
塩
業
や
漁
業
も
ま
た
盛
ん
で
あ
る
が
、
今
次
大
戦
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
急
速
に
工
業
が
発
達
し
、
阪
神
工
業
地
帯
に
対
し
て
播
州
工
業
地
帯
と
呼
び
、
わ
が
国
産
業
界
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
に
到
っ
た
。
姫
路
市
広
畑
の
富
士
製
鉄
、
相
生
市
の
播
磨
造
船
は
重
工
業
の
双
壁
と
い
え
よ
う
。
竜
野
市
の
醤
油
と
素
麺
、
赤
穂
市
の
製
塩
業
は
、
こ
の
地
方
の
伝
統
的
な
産
業
と
し
て
声
名
を
誇
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
時
代
の
進
歩
と
と
も
に
そ
の
生
産
方
式
も
徐
々
に
改
善
さ
れ
、
例
え
ば
製
塩
に
は
流
下
式
を
採
用
し
て
、
オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
瀕
り
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
市
の
性
格
を
概
括
す
る
と
、
姫
路
市
は
重
工
業
、
相
生
市
は
工
業
、
竜
野
市
と
赤
穂
市
は
商
工
業
も
盛
ん
で
あ
る
と
は
い
え
、
な
お
農
業
人
口
を
多
数
に
擁
し
て
そ
の
余
剰
労
力
を
姫
路
、
相
生
の
両
市
に
供
給
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
次
の
農
業
人
口
構
成
率
と
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
占
め
て
い
る
。
る。 代
化
と
購
買
習
慣
の
堀
況
」
と
な
っ
て
い
る
。
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西
播
地
方
農
村
の
近
代
的
性
格
は
そ
の
中
心
を
な
す
姫
路
市
の
事
業
所
特
に
工
場
数
と
規
模
、
及
び
そ
の
周
辺
に
展
開
さ
れ
る
交
通
姫路市
相生市
竜野市
赤穂市
飾磨郡
神崎郡
揖保郡
赤穂郡
佐用郡
宍粟郡
人口
（夜間）
252.315 
35.905 
35.009 
40.544 
46.484 
71.685 
56.345 
19.000 
35.664 
63.985 
流入人口
18.529 
2.239 
1.524 
412 
832 
1.632 
1.453 
255 
499 
209 
流出人口
5.596 
997 
3.293 
1.329 
3.549 
6.659 
5.945 
1.256 
1.148 
464 
人口密度
1.694 
414 
511 
343 
235 
172 
303 
132 
123 
92 
西
播
地
方
各
市
郡
の
人
口
赤
穂
市
四
0
、
五
四
四
一
四
、
七
一
六
一
六
、
七
％
竜
野
市
―
一五、
0
0
九
一
八
、
九
三
六
相
生
市
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
-1
一
五
、
九
0
五
1
一
、
八
六
七
五
四
、
0
彩
八、
0
彩
四
419 
網
に
よ
っ
て
知
り
得
る
。
（
昭
和
二
十
九
年
度
）
工
業
事
業
所
数
鉄
鋼
製
造
業
化
学
工
業
紡
織
業
電
気
機
械
器
具
製
造
業
食
料
品
製
造
業
木
材
及
木
製
品
製
造
業
皮
革
及
皮
革
製
品
製
造
業
機
械
製
造
業
金
属
製
品
製
造
業
ゴ
ム
製
品
製
造
業
石
油
及
石
炭
製
品
製
造
業
輪
送
用
機
械
器
具
製
造
業
衣
服
及
身
廻
品
製
造
業
ガ
ラ
ス
及
土
石
製
品
製
造
業
印
刷
出
阪
業
家
具
及
装
備
品
製
造
業
紙
及
類
似
品
製
造
業
医
療
機
械
理
化
学
機
械
等
製
造
業
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
'
 ヽ
一
六
四
事
業
所
数-1―1
六
1
1
七
九
1
一五
1
1
一
五
九
一
四
〇ご一
九
一八五四六
一
七
一
六
三
二
ニ
ニ
七
六
一
六七
従
業
員
数
二
九
、
九
七
三
従
業
員
数
八
、
六
六
八
-1、一四
五
二
、
七
九
四
-1、三ニ―
―
二
、
二
八
五
一
、
二
九
1
1
四
九
九
一
、
一
七
一
―
―
九――一六
五
0
五
六
六
1
1
―
六
二
七
一
1
一五一
1
-
二
九
四
三
八
九
二
五
八
五
二
五
420 
富
士
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
（
八
、
11
―
六
）
大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
（
一
、
六
八
1
1
)
東
京
芝
浦
電
気
姫
路
工
場
（
一
、
六
四
八
）
三
菱
電
機
姫
路
工
場
（
一
、
0
0
七
）
敷
島
紡
績
（
八
0
七
）
山
陽
製
鋼
（
七
九
九
）
東
洋
紡
績
（
七
八
六
）
西
芝
電
気
（
七
一
―
―
―
)
竜
田
紡
績
（
六
-
1
-
―
―
-
）
池
田
電
気
（
四
九
一
―
-
）
八
木
塩
業
組
合
（
三
七
六
）
山
陽
皮
革
(
-
1
一
七
四
）
神
戸
鋳
鉄
所
工
場
（
三
六
四
）
播
磨
燐
寸
大
江
島
工
場
(
1
1
1
五
0
)
日
本
砂
鉄
鋼
業
工
場
(
-
―
―
-
＝
四
）
大
東
燐
寸
（
二
四
五
）
大
和
燐
寸
（
二
四
一
）
A
B
C
燐
寸
（
二
四
0
)
日
伸
製
鋼
製
作
所
(
1
-
―1一
七
）
大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
網
千
化
工
工
場
（
ニ
―
九
）
日
繊
工
業
(
1
1
―
四
）
牛
尾
工
業
(
1
1
0
1
1
)
白
鷺
燐
寸
（
一
九
五
）
北
中
皮
革
（
一
七
八
）
日
本
フ
エ
ル
ト
工
業
（
一
七
五
）
山
陽
色
素
（
一
七
五
）
米
谷
紙
管
製
造
（
一
七
五
）
大
和
燐
寸
第
11
(
一
五
七
）
浅
田
化
学
（
一
五
一
11)
播
磨
燐
寸
凄
鹿
エ
湯
(
-
五
一
）
三
輪
製
粉
（
一
四
一
11)
日
東
社
燐
寸
(
-
三
九
）
吉
川
工
業
所
（
二
ぞ
八
）
国
栄
機
械
製
作
所
(
-
―
＿
二
）
日
産
農
林
工
場
(
1
1
一
九
）
中
国
調
味
料
（
ニ
―
―
―
-
）
神
崎
組
工
作
所
(
1
0
六
）
一
1一
国
セ
ル
ロ
イ
ド
エ
湯
(
1
0
六
）
第
一
燐
寸
(
1
0
四
）
八
木
軽
車
両
(
1
0
0
)
 (
外
に
従
業
員
多
き
所
と
し
て
ほ
国
鉄
、
神
姫
合
同
事
業
所
、
関
西
配
電
、
姫
路
合
同
貨
物
、
日
本
通
運
等
の
運
輪
機
関
が
挙
げ
得
る
）
尚
姫
路
近
郊
の
重
要
工
場
を
挙
ぐ
れ
ば
、
相
生
市
ー
播
磨
造
船
（
五
、
七
六
九
）
播
磨
耐
火
(
-
―
―
―
―
一
五
）
揖
保
川
町
ー
兼
松
羊
毛
工
業
（
七
四
九
）
赤
穂
市
ー
東
洋
紡
績
（
八
九
二
）
大
日
本
紡
績
（
―
-
三
七
）
塩
野
義
製
薬
（
1
三
九
）
木
村
製
薬
（
二
四
一
）
桃
井
製
網
（
二
六
一
11)
塩
組
合
（
一
、
二
五
四
）
そ
れ
ら
に
労
力
を
供
給
す
る
農
村
と
都
市
と
結
ぶ
交
逓
は
国
鉄
の
山
陽
本
線
、
播
但
線
、
姫
新
線
及
山
陽
電
鉄
に
よ
る
外
、
路
線
の
長
さ
に
於
て
全
国
一
を
誇
る
神
姫
バ
ス
の
路
線
網
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
従
業
員
数
百
名
以
上
を
有
す
る
工
場
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
其
他
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
八
三
、
五
五
五
（
姫
路
市
商
工
名
鑑
よ
り
）
一ノ‘
製
421 
鳥販 県
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
｀
 
ー
／
／
 ノ
ノ
／
 ノ
ノ
岡
山
児
已
動
東
播
地
方
搭 磨 灘
七
赤
穂
市
(
O
心／
⑧
 
玲
s.
、
0
、
姫
路
御
津
町
西
播
地
方
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揖
保
川
町
御
津
町
林
田
町
新
宮
町
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四
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四
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融
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四
町
の
職
業
別
人
口
代
性
と
近
代
化
の
実
相
を
問
題
と
し
た
い
の
で
あ
る
。
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
そ
の
他
水
産
業
姫
路
の
産
業
、
経
済
、
文
化
、
そ
の
他
に
於
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
西
播
地
方
の
主
要
市
は
、
竜
野
市
、
相
生
市
、
赤
穂
市
で
あ
る
が
そ
れ
ら
が
夫
々
の
特
異
の
産
業
を
持
ち
つ
4
近
代
化
を
急
い
で
い
る
の
で
、
そ
の
間
に
狭
ま
れ
た
揖
保
郡
こ
そ
は
農
村
と
し
て
最
も
近
代
化
の
刺
戟
が
強
い
地
域
で
あ
る
と
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
揖
保
郡
の
五
町
が
持
つ
事
業
所
が
九
三
、
従
業
者
三
、
八
九
六
人
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
流
出
人
口
は
五
、
九
四
五
人
（
内
姫
路
へ
の
流
出
三
、
八
三
一
人
）
の
多
数
を
示
し
て
い
る
。
人
口
五
六
、
三
四
五
人
よ
り
す
れ
ば
略
二
戸
に
一
人
の
流
出
を
見
て
い
る
わ
け
で
あ
る
し
、
郡
内
事
業
所
従
業
員
数
と
流
入
数
の
差
二
、
四
四
三
人
を
加
え
れ
ば
八
、
三
八
八
人
と
な
り
、
そ
の
中
少
数
の
学
生
を
除
き
多
く
が
働
き
に
出
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
揖
保
郡
の
農
家
は
八
、
0
四
0
戸
（
二
九
年
調
）
あ
り
、
そ
の
中
五
反
未
満
の
農
家
数
は
四
、
七
五
二
戸
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
先
ず
農
業
の
み
で
は
生
活
困
難
と
見
ら
れ
る
。
兼
業
農
家
は
六
、
四
二
八
戸
あ
り
、
こ
れ
ら
は
商
業
を
兼
ね
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
一
部
家
族
を
共
他
の
職
揚
に
送
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
4
に
吾
々
は
こ
の
地
城
農
村
に
都
市
の
影
響
が
直
接
間
接
強
く
及
ん
で
い
る
も
の
と
見
て
、
特
に
西
播
地
方
中
よ
り
揖
保
郡
五
ケ
町
を
選
び
、
そ
こ
に
於
け
る
農
民
の
購
買
習
慣
を
検
討
し
、
そ
の
中
に
於
け
る
近
八
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大
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近
郊
農
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消
費
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行
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古
脇穂野 生路庫
J I  
穂保崎磨南古西可東市市市市市市県
戸
妥
更=
―¥01
―-I 
究
写
空盃奥。
――10
一写
一九某〈量
器
l
=
i
茎―
-l
奨
一
七
全
一
六
容
翌
0
―10匹
〈
0
空
0
璧――-
喜
―
―
〖
一罠― 一益一――-0
p
 
――-l容蓉――発―
―11<1
―-
一蕊一匹四
君
O
K
―〈
1
0
――10
芸一塁^令七
空釜写空四-{― 
-
0
芸
-
0
菜
公
六
竪写一晏― 一蒻塁―語国―-＿癸
I
-
l
-
＝
l
四
―芋
蓋―〈曾一呑一―四一発―苔究〇―-＿璧一癸―
―
-
l
R
 
一喜― ―
1
0
哭
晃―四
――-0
突
―10
哭
経
営
耕
地
面
租
広
狭
別
農
家
数
――九年調
嚢一― 〈―-^ 
-{̂ 
宍窄呈
-
R
四戻塁晨〈̂戻-l突-＝―
 
- = ー ーヨ早一早―-- -
四四四芋ニニーにヨ王~三＝ーヨ写ー＝一
＝ ＝一ーヨー＝六 早ニー
＾ 
ー（二3
I I I I I I I I I I I I I I= 
九 I I I I I I I I I I I I I I I I 
総
農
家
数
一
三
反
未
満
声
鱈
知
m-芦
立
誌
＿
一
に
罰
上
未
満
=-I町戸
平
E以
上
手
一
咋
和
m-写
咋
和
m--On5知
m
I I I I I I I I I I I I I I I I -0町
以
上
424 
29年調 専業兼業別農家数
総 数 専業農家
総
兼
数
県
路
石
生
川
野
市
脇
東
可
西
古
南
磨
崎
保
副
穂
庫
古
穂
兵
姫
明
相
加
竜
赤
西
加
多
加
加
印
飾
神
揖
赤
198578 
8542 
3037 
695 
4280 
4080 
3015 
1976 
8754 
4424 
7332 
4617 
8216 
6753 
10204 
8040 
4313 
58240 
1557 
682 
89 
1376 
616 
413 
410 
3401 
714 
2851 
1439 
560 
1184 
1793 
1612 
1051 
140338 
6985 
2355 
606 
2908 
3464 
2602 
1566 
5353 
3710 
4481 
3178 
7656 
5569 
8411 
6428 
3262 
業農家数
賤業を主と 農業を従と
するもの するもの
I 
8073 I 59565 
3698 I 3287 
1035 I 1320 
168 I 438 
1513 I 1395 
2124 I 1340 
946 I 1656 
646 I 920 
2740 I 2613 
2182 I 1528 
2669 I 1812 
1722 I 4911 
2745 I 2978 
2591 I 2868 
5543 I 2613 
3815 I 1150 
2112 I 2422 
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
1
0
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調
査
の
期
日
調
査
の
地
域
・
揖
保
川
町
半
田
校
神
部
校
河
内
校
・
御
津
町
御
津
校
室
津
校
•
太
子
町
竜
田
校
斑
鳩
校
太
田
校
石
海
校
•
林
田
町
林
田
校
•
新
宮
町
ニ八一――
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
一
五
五
――――五
―
―
四
二
六
二
五
五
•
O
*
七
0
•
五
彩
七
ニ
・
五
％
七
一
•
1
一
彩
六
五
•
五
形
四
四
一
五
〇
五
七
•
O
％
二
五
•
O
*
一六一――
五
五
一六一
1-
七
四
•
O
~
二
―
・
ニ
％
七
1
-
•五
彩
（
揖
保
川
町
、
御
津
町
、
太
子
町
、
林
田
町
、
新
宮
町
）
三
一
年
四
月
二
八
日
l
五
月
一
七
日
揖
保
郡
全
町
。
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
母
集
団
揖
保
郡
下
一
四
小
学
校
こ
の
調
査
に
協
力
せ
る
母
集
団
小
学
校
別
の
標
本
数
と
回
答
率
ほ
次
の
通
り
、
調
査
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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五
ー
一
九
オ
―
1
0
ー
ニ
四
豆
ー
ニ
九
1110ー
―
―
―
四
1
一
五
ー
|111
九
四
0
ー
四
四
四
五
ー
—
四
九
1
0
0
 
九
六
九
九
四
ニ
―
五
八
六
六
六
六
四六一――
回
答
者
の
年
令
別
（
五
町
平
均
）
1
、
四
彩-1、II
三
、
三
一
四
、
0
一
九
、
五
二
二
、
ニ
一
五
、
四
揖
保
川
町
御
津
町
太
子
町
林
田
町
新
宮
町
五ー：：：ニー
0 ：：：七ー五男
五七六〇五
三一~四ニー
九ーーニ八女
二七七八二
不
詳
四
四
五一
1-
五
九
二
九
九
五
回
答
者
の
性
別
東
栗
栖
校
香
島
校
新
宮
校
越
部
校
質
問
紙
配
布
数
回
答
者
数
回
答
率
111
一八
一
八
八
三
六
六
二
―
―
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
八
一
•
四
彩
四
七
•
四
彩
七
六
•
五
彩
五
八
•
六
彩
四
、
九
二
〇
二
、
九
九
九
六
一
劣
（
全
戸
数
の
約
四
分
の
一
に
当
る
）
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泄
帯
主
の
職
業
一、
0
四
六
二
1
1
一六
二――
六
一
五
七
二
一
九
八
1
1
1
1
1
 一
五
一
四
六
＝三九
回
答
者
の
多
く
が
中
年
代
層
で
あ
っ
た
の
は
、
対
象
母
集
団
が
小
学
校
で
あ
っ
た
た
め
学
童
の
両
親
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
現
在
主
と
し
て
購
買
に
当
っ
て
い
る
年
代
層
の
習
慣
で
あ
る
。
然
し
こ
の
調
査
に
よ
り
若
い
批
代
の
人
々
の
習
慣
な
り
意
識
な
り
も
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
農
林
業
商
業
公
務
員
給
料
生
活
者
工
業
労
務
者
自
由
業
サ
ー
ビ
ス
業
そ
の
他
無
回
答
三
四
、
九
彩
七
、
九
七、
0
二
0
、
五
二
、
四
六
、
六
四
、
四
0
、
五
四
、
八
―一、
0
不青青主主
年年
詳女男婦人
一、
1
一
五
六
一、
1
-
0
八
―1
0
 
九
一
1
一
一
三
四
四
一
、
八
％
四
0
、
三
三
、
七
三、
0
1
 
1
、ニ
回
答
者
の
身
分
別
五
0
以
上
不
詳
四
五―― 
―
-
、
五
七
、
五
IJ28 
五
二
、
営
農
と
生
活
四
七
、
婦
人
倶
楽
部
四
一
、
週
刊
朝
日
家
の
光
二
三
六
、
小
学
0
年
生
――――九、
主
婦
の
友
六
五
、
月
枢
雑
誌
（
ベ
ス
ト
ニ
0
)
の調査では、
揖 御 太 林 新
保
津 子 田 宮JI! 
町 町 町 町 町
神戸
新聞 39.2 34.4 41.3 53.6 47.o 
A 紙 13.4 17.9 21.8 16.0 16.4 
B II 21.2 23.Q 15.4 9.1 19.4 
C II 1.0 0. 1 - 1. 4 
D ” 8.7 9.9 13.9 15.7 8.8 
E II 13.Q 11.6 5.4 4.2 5.1 
その他 4.5 2.2 2.1 1.4 1.9 
兵庫県下18都市に於ける神戸新聞購読状況
(74,510世帯） （神戸・姫路・西宮・明石は
29年以降•他ほ31年 3 月の市民生活調査に
よる）
つ
い
て
の
調
査
を
見
れ
ば
、
行
為
と
は
多
少
の
ズ
レ
を
生
ず
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
三
七
、
平
凡
う
か
ゞ
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
然
し
何
れ
に
し
て
も
記
入
者
の
購
買
に
関
し
て
の
主
観
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
の
購
買
回
答
者
の
文
化
程
度
が
近
代
化
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
が
購
買
行
動
と
し
て
現
わ
れ
る
筈
で
あ
る
の
で
、
購
読
新
聞
雑
誌
に
サ
ン
デ
ー
毎
日
六
三
、
婦
人
生
活
神戸新聞
A紙
B11 
C11 
D II 
E II 
その他
38.8 
20.4 
17.1 
9.7 
5.9 
3.4 
4.7 
二
七
、
六
二
、
一
四
文
芸
春
秋
主
婦
と
生
活
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H 
い
る
に
拘
ら
ず
、
各
町
共
五
0
形
を
上
廻
っ
て
い
る
。
一
五
四、
一三、
右
を
以
て
見
れ
ば
調
査
総
数
二
、
九
九
九
人
中
、
三
、
三
九
四
の
新
聞
購
読
が
あ
る
の
で
新
聞
と
し
て
は
一
戸
一
紙
は
少
く
と
も
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
読
み
方
の
如
何
は
別
と
し
て
、
新
聞
の
紙
面
よ
り
何
等
か
の
形
で
近
代
的
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
然
し
そ
の
程
度
に
つ
い
て
は
地
城
、
職
業
、
年
代
に
よ
っ
て
異
り
、
そ
れ
が
購
買
行
為
に
必
ず
現
れ
る
筈
で
あ
る
。
地
元
紙
た
る
神
戸
新
聞
の
比
率
が
特
に
高
い
の
は
同
紙
の
努
力
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
身
近
か
な
地
方
事
情
の
報
導
に
特
に
興
味
を
持
つ
農
村
社
会
の
特
色
を
示
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
月
極
め
雑
誌
に
つ
い
て
は
「
家
の
光
」
が
群
を
抜
い
て
多
く
、
こ
れ
は
農
家
が
多
く
を
占
め
て
い
る
た
め
当
然
で
、
多
年
に
亘
る
農
協
と
の
関
係
、
模
倣
的
、
お
つ
き
合
い
的
購
買
習
慣
も
手
伝
っ
て
の
事
で
あ
ろ
う
。
林
田
町
、
御
津
町
に
於
て
「
平
凡
」
が
多
く
、
そ
の
他
の
も
の
を
見
て
も
一
般
に
知
的
水
準
は
低
く
、
特
に
男
子
に
於
て
は
読
書
の
時
間
的
余
裕
な
含
程
の
筋
肉
労
働
の
激
し
さ
を
思
わ
せ
る
。
月
極
め
雑
誌
の
延
数
は
標
本
数
二
、
九
九
九
中
の
三
九
、
二
形
の
一
、
五
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
、
少
年
少
女
向
の
も
の
を
除
い
た
も
の
が
、
こ
の
地
方
の
文
化
水
準
を
示
す
こ
と
に
な
る
が
、
雑
誌
の
種
類
は
1
0
0を
越
え
て
い
る
の
で
、
文
化
の
程
度
に
於
て
は
、
数
は
少
く
と
も
雑
多
な
近
代
的
要
素
を
持
っ
た
人
々
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
買
物
を
す
る
の
は
誰
か
」
と
の
質
問
に
対
し
て
は
主
婦
と
い
う
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
無
回
答
が
可
な
り
高
い
比
率
を
示
し
て
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
少
女
―二、
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
1
0
、
1
0、
キ
ン
グ
1
0
、
二
五
、
小
説
新
潮
一
八
、
婦
人
公
論
一五、
婦
人
の
友
一
三
、
幼
稚
園
ク
ラ
ブ
中
学
コ
ー
ス
-＝‘ 
一
七
お
も
し
ろ
ブ
ッ
ク
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家
具
寝
具
の
如
き
高
額
品
に
つ
い
て
は
主
人
の
決
断
に
侯
つ
所
が
あ
る
と
見
え
て
、
主
婦
の
半
に
や
4
足
り
な
い
比
率
を
示
し
て
い
る
。
洋
服
の
如
き
一
応
主
婦
に
委
せ
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
迄
主
婦
に
よ
っ
て
購
買
さ
れ
る
事
実
は
注
意
に
値
す
る
。
他
の
商
品
に
於
て
も
自
ら
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
趣
味
娯
楽
書
籍
文
具
等
の
文
化
品
、
サ
イ
ズ
が
あ
る
靴
如
き
も
の
の
み
が
主
人
に
委
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
履
物
と
し
て
も
主
婦
の
買
物
回
数
に
と
て
も
及
ば
な
い
。
娘
が
自
ら
買
う
商
品
は
菓
子
、
バ
ン
、
呉
服
反
物
、
婦
人
服
及
仝
生
地
、
洋
品
雑
貨
、
靴
履
物
、
医
薬
品
、
化
粧
品
、
雑
誌
、
文
具
趣
味
、
娯
楽
品
で
あ
り
、
息
子
が
自
ら
買
う
商
品
は
男
子
洋
服
、
雑
誌
文
具
、
趣
味
、
娯
楽
品
、
靴
履
物
、
菓
子
、
パ
ン
等
で
あ
る
。
揖保川町
御津町
太子町
林田町
新宮町
主人
11.0 
9.7 
11.6 
13.5 
11.5 
主婦
52.2 
54.7 
55.5 
53.8 
50.3 
息子
3.0 
4.0 
3.7 
4.3 
4.3 
娘
4.9 
6.2 
5.0 
4.4 
6.1 
3
0
5
8
6
 
そ
の
他
L
L
L
L
L
6
4
7
2
2
 
無
回
答
汀
匹
皿
盆
碑
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
主婦
揖保川町
御津町
太子町
林田町
新宮町
26.4 
34.0 
32.6 
32.9 
27.5 
主人
35.4 
30.8 
32.0 
33.2 
32.4 
7
9
2
6
6
 
無
回
答
孤
2
7
2
6
2
4
2
9
婦
の
力
が
低
い
と
は
言
え
な
い
。
主
人
が
自
分
で
買
う
率
の
高
い
商
品
は
男
子
洋
服
で
あ
る
が
、
尚
そ
れ
で
も
主
一
六
ム31
ず
か
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
農
村
に
於
け
る
購
買
品
中
衣
料
品
が
第
一
で
支
出
額
も
最
も
多
い
こ
と
、
そ
れ
に
次
で
調
味
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
な
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
主
に
買
物
を
す
る
人
主
婦
七
九
形
主
人
八
彩
娘
四
彩
息
子
が
圧
倒
的
に
強
い
。
二
彩
一
七
右
に
よ
っ
て
農
村
家
庭
に
於
け
る
主
婦
の
経
済
的
地
位
を
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
従
来
農
家
に
於
け
る
父
権
の
優
先
は
多
く
説
か
れ
た
所
で
あ
る
が
、
金
を
扱
う
こ
と
を
賤
し
と
す
る
た
め
か
、
家
庭
の
買
物
が
主
と
し
て
食
料
品
及
び
日
用
雑
貨
で
あ
り
、
衣
類
も
殆
ど
仕
事
着
で
あ
れ
ば
主
婦
に
委
す
こ
と
が
便
宜
で
あ
る
た
め
か
、
経
済
面
に
於
け
る
母
権
の
強
さ
は
更
に
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
農
村
が
近
代
化
す
る
に
つ
れ
、
主
婦
の
経
済
面
に
於
け
る
発
言
力
が
如
何
に
変
化
す
る
か
は
注
目
に
値
す
る
。
娘
、
息
子
の
買
物
の
仕
方
に
は
農
村
の
従
来
の
父
権
砥
権
の
強
さ
か
ら
脱
脚
し
て
既
に
近
代
的
要
素
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
農
村
に
於
け
る
家
族
制
度
の
崩
壊
を
促
進
し
、
農
業
生
産
の
近
代
化
の
煎
し
と
見
て
よ
い
か
ど
う
か
、
本
調
査
後
行
わ
れ
た
仝
地
城
婦
人
と
の
座
談
会
に
於
け
る
発
言
は
生
産
財
に
つ
い
て
の
購
買
に
は
父
権
が
絶
対
優
位
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
奥
地
は
別
と
し
て
既
に
多
少
家
族
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
既
に
近
代
化
の
一
端
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
従
っ
て
買
物
に
つ
い
て
主
人
の
介
入
が
少
い
の
は
、
父
権
が
消
費
生
活
に
ま
で
立
入
る
こ
と
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
し
な
い
の
か
、
生
産
と
村
の
社
会
生
活
上
の
問
題
に
手
一
杯
で
日
常
の
買
物
に
注
意
す
る
余
裕
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
尚
仝
地
域
に
あ
る
竜
野
市
（
農
業
の
占
め
る
比
率
は
前
出
）
に
於
け
る
三
十
一
年
二
月
の
婦
人
会
を
遥
じ
て
の
市
及
会
議
所
の
「
買
物
に
関
す
る
調
査
」
に
於
て
も
多
少
調
査
の
様
式
は
異
っ
て
い
る
が
、
次
の
数
が
示
さ
れ
て
い
て
買
物
に
占
め
る
地
位
は
や
は
り
主
婦
三
七
三
五
戸
中
残
り
記
入
な
し
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口
近 二粍 相 姫商姫百 阪 無
野 生 路店路貨
神 回
地
所 市 市 市街市店 区 答
揖保川町 34.3 22.6 1.8 19.3 4.0 1.4 16.6 
御津町 48.5 0.6 0.3 26.5 4.7 1.3 18.1 
太子町 48.2 4.3 0.1 23.8 5.8 1.6 16.1 
林田町 56.8 7.8―15.5 2.7 1.4 15. 7 
新 宮 町 50.7 11.3 0.1 14.3 3.6 1.5 18.4 
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
「
何
処
で
買
物
を
よ
く
す
る
か
」
と
の
問
に
対
し
て
は
、
「
近
所
で
」
と
い
う
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
農
家
の
人
は
そ
の
行
動
範
囲
が
狭
い
の
が
一
般
で
あ
る
し
、
主
婦
が
購
買
の
大
部
分
を
果
す
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
の
数
字
は
予
想
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
農
村
に
於
け
る
主
婦
が
田
畑
作
業
の
上
に
家
政
炊
事
を
受
持
ち
、
殆
ど
外
出
の
時
間
が
な
い
こ
と
は
既
に
日
本
農
業
年
報
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
か
ら
、
改
め
て
こ
4
に
指
摘
す
る
必
要
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
本
調
査
の
他
の
項
目
の
品
の
値
段
に
つ
い
て
の
質
問
に
つ
き
近
く
の
都
市
た
る
竜
野
市
其
他
の
店
に
つ
い
て
値
段
は
安
い
と
答
え
て
い
る
の
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
一
八
43,3 
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
牛
乳
屋
1
、
種
苗
店
1
、
傘
屋
1
、
ーヽ
ーヽ
一
九
其
他
4
、
計
2 ヽ
洋
服
仕
立
2
、
骨
董
屋
1
、
仲
立
業
1
、
竹
材
1
、
寝
具
1
、
ブ
リ
キ
屋
1
、
米
麦
販
売
1
金
物
荒
物
3
、
燃
料
3
、
肉
屋
3
、
履
物
3
、
時
計
3
、
万
屋
2
、
氷
屋
2
、
書
店
2
、
靴
屋
5 ヽ
薪
炭
5
、
衣
料
品
4 ヽ
文
房
具
4
、
電
機
器
具
4
、
医
薬
品
ク
バ
コ
0
、
ー
食
肉
卸
7
、
鮮
魚
6
、
化
粧
品
店
6
、
畳
6
、
農
機
具
5
、
肥
料
飼
料
6
ヽ
4
 
自
転
車
業
14
、
近
く
の
店
は
恐
ら
く
高
い
と
知
り
つ
4
、
買
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
又
一
方
商
品
知
識
に
乏
し
い
こ
と
も
伴
っ
て
、
遠
方
の
未
知
の
店
で
の
買
物
に
不
安
を
も
ち
、
近
く
の
知
合
の
店
に
於
て
交
歓
を
楽
し
み
つ
4
、
結
局
高
く
て
も
僅
か
の
値
引
に
優
越
感
と
の
便
か
ら
で
あ
ろ
う
。
）
（
揖
保
川
町
の
率
の
み
が
特
に
低
い
の
は
近
所
に
店
が
少
＜
竜
野
、
姫
路
両
市
へ
の
交
通
近
所
で
買
う
商
品
は
主
と
し
て
食
料
品
、
調
味
料
、
菓
子
、
パ
ン
、
各
種
食
料
品
酒
類
醤
油
調
味
料
コ
ン
ニ
ャ
ク
屋
来
て
い
る
。
新
宮
町
を
例
に
と
れ
ば
親
密
感
を
味
わ
い
た
い
農
民
の
気
持
は
推
察
出
来
る
。
14 
ヽ
菓
子
果
実
12
、
飲
食
店
1
 ヽ
3 ヽ
洋
品
雑
貨
8
、
日
用
品
で
あ
る
の
で
、
仝
地
城
の
商
店
構
成
も
そ
の
よ
う
に
出
ガ
ラ
ス
屋
3
、
豆
腐
5
、
家
具
建
具
3
、
家
庭
機
械
器
具ニニ
ー
店
右
に
よ
っ
て
衣
料
品
文
化
品
に
多
少
欠
け
て
も
値
段
さ
え
か
ま
わ
ね
ば
日
常
生
活
用
品
は
一
応
近
所
で
間
に
合
う
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。近
所
以
外
で
の
買
物
は
揖
保
川
町
の
場
合
竜
野
市
依
存
で
あ
る
が
、
竜
野
市
が
古
く
よ
り
こ
の
地
城
の
城
下
町
と
し
て
長
く
商
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
為
め
、
自
ら
は
商
店
の
充
実
を
今
日
迄
見
て
い
な
い
こ
と
4
、
交
通
の
便
の
為
め
と
で
あ
ろ
う
。
御
津
町
の
姫
路
商
店
指
依
存
高
き
は
近
接
し
て
姫
路
新
市
城
の
有
力
な
網
干
商
店
背
が
あ
る
為
め
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
五
町
全
体
と
し
て
姫
路
の
二
43h 
方
で
は
商
品
を
あ
さ
る
の
を
楽
し
み
な
が
ら
思
い
つ
き
の
買
方
を
す
る
場
合
現
わ
れ
る
買
い
方
で
あ
る
。
こ
の
場
合
後
者
と
解
し
た
い
。
「
勤
め
先
」
と
い
う
の
が
案
外
少
い
の
は
、
買
物
の
過
半
が
主
婦
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
よ
り
、
勤
め
の
帰
り
は
特
殊
の
商
品
を
除
百
貨
店
に
対
す
る
選
好
理
由
は
、
町
々
で
順
位
は
異
っ
て
い
る
が
、
品
物
豊
富
、
安
値
、
気
楽
に
買
え
る
、
流
行
、
交
通
の
便
、
勤
先
の
関
係
の
順
に
な
っ
て
い
る
（
御
津
町
は
流
行
が
第
一
）
。
百
貨
店
選
好
の
強
い
人
々
は
恐
ら
く
若
い
世
代
の
人
か
、
近
代
的
職
業
の
人
々
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
に
し
て
も
百
貨
店
利
用
が
比
較
的
に
少
い
の
は
、
多
く
の
家
庭
が
近
代
的
産
業
に
人
を
送
り
な
が
ら
、
筋
肉
労
働
で
、
知
的
教
養
を
積
む
余
裕
が
少
い
の
と
時
間
に
恵
ま
れ
な
い
た
め
と
判
断
す
る
外
な
い
。
き
買
物
に
向
か
な
い
こ
と
4
言
え
よ
う
。
で
あ
る
が
、
な
い
。
第
三
ほ
町
に
よ
っ
て
順
位
が
異
る
が
、
く
現
金
、
収
入
に
長
く
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
百
貨
店
に
惹
か
れ
る
率
が
低
く
、
反
っ
て
商
店
背
に
於
て
買
物
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
一
驚
に
値
す
る
。
結
局
百
貨
店
の
如
き
近
代
化
さ
れ
た
店
舗
に
よ
る
販
売
様
式
に
不
馴
れ
で
し
っ
く
り
し
な
い
の
と
、
百
貨
店
の
ね
ら
う
中
産
層
向
の
商
品
が
、
周
辺
農
家
の
生
活
に
適
応
し
に
く
い
為
め
と
思
え
る
。
そ
こ
で
姫
路
で
買
物
を
す
る
動
機
は
如
何
と
い
う
に
、
第
一
は
「
品
が
豊
富
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
全
体
の
比
率
二
九
・
一
彩
）
人
口
密
度
が
粗
で
購
買
力
の
低
い
農
村
で
各
商
品
を
姫
路
同
様
豊
富
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
か
ら
、
多
く
の
商
品
を
眺
め
る
こ
と
に
憶
れ
を
も
ち
選
択
を
楽
む
た
め
姫
路
の
商
店
へ
と
動
く
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
「
安
い
」
こ
と
で
あ
る
。
農
村
は
所
得
低
そ
の
場
合
多
く
、
安
い
こ
と
に
は
特
に
関
心
が
強
い
。
品
質
を
問
題
と
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
農
民
の
安
物
追
求
の
心
理
を
分
析
す
る
こ
と
は
興
味
が
あ
り
、
問
題
と
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
資
料
の
持
合
せ
が
「
流
行
」
か
「
交
通
の
便
」
か
「
気
楽
に
買
え
る
」
点
で
あ
る
。
何
れ
も
頷
け
る
理
由
「
気
楽
さ
」
と
い
う
の
は
、
近
代
的
な
忙
し
い
人
の
買
方
の
場
合
か
、
商
品
知
識
の
な
い
所
得
の
低
い
人
が
恐
る
l
¥
―
1
1
0
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5
町
の
購
買
形
態
近
所
以
外
で
買
わ
れ
る
商
品
は
別
表
に
ゆ
ず
る
が
、
呉
服
反
物
は
旧
来
と
購
買
層
が
変
っ
た
た
め
、
土
地
の
店
に
頼
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
他
の
都
市
ま
で
出
掛
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
男
子
洋
服
は
他
の
都
市
に
喰
わ
れ
る
こ
と
の
最
も
甚
し
い
品
種
で
あ
る
。
即
ち
洋
服
を
需
め
よ
う
と
す
る
人
々
は
、
近
代
的
な
環
境
に
あ
る
こ
と
が
多
く
、
行
動
範
囲
も
広
い
か
ら
で
あ
る
。
近
く
の
店
が
そ
の
要
望
を
充
す
こ
と
が
困
難
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
婦
人
小
供
服
及
生
地
も
他
に
奪
わ
れ
易
い
。
趣
味
娯
楽
品
、
家
具
寝
具
な
ど
も
、
購
買
の
度
数
が
少
い
た
め
、
近
く
で
は
豊
富
に
品
を
揃
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
か
ら
、
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
靴
履
物
も
漸
次
服
飾
化
し
て
来
た
の
で
新
し
い
流
行
を
追
っ
て
都
会
へ
と
買
物
は
流
れ
る
。
時
に
は
洋
品
雑
貨
も
が
都
市
の
賑
か
さ
、
商
品
指
の
楽
し
さ
に
接
し
た
い
意
慾
も
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
こ
と
を
調
査
は
示
し
て
い
商
品
と
購
買
地
と
の
関
係
る。
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
喪
者
行
動
都
市
に
奪
わ
れ
る
の
は
値
段
の
為
め
か
、
買
手
の
流
行
を
追
う
気
持
も
手
伝
う
為
め
で
あ
ろ
う
。
い
や
で
も
他
所
に
足
を
連
ば
ざ
る
を
こ
れ
ら
他
都
市
で
の
買
物
の
一
部
新
宮
町
九
、
九
八
こ
の
表
で
は
、
赤
穂
市
お
よ
び
相
生
市
が
甚
だ
し
く
低
位
に
な
っ
て
い
る
が
、
両
市
と
も
調
査
対
象
地
域
の
西
南
部
に
位
し
、
5
町
と
の
交
通
条
件
が
悪
い
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
竜
野
市
を
除
い
て
は
、
自
町
と
姫
路
市
と
の
関
係
が
最
も
注
意
さ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
交
通
条
件
が
購
買
慣
習
を
規
定
し
、
各
市
町
が
商
圏
を
形
造
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
揖
保
川
町
、
林
田
町
、
新
宮
町
は
砲
野
と
姫
路
に
、
御
津
町
、
太
子
町
ほ
姫
路
に
足
を
向
け
る
率
が
多
い
。
な
お
各
町
の
回
答
延
数
は
、
揖
保
川
町
三
、
九
一
六
御
津
町
四
、
一
九
一
太
子
町
八
、
九
一
六
林
田
町
二
、
九
六
七
九
で
あ
る
。
ど
の
町
も
無
回
答
が
相
当
多
い
が
、
全
体
的
な
購
買
相
を
歪
ま
せ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
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揖 保 Jl 町嘉 I靡塁 I畠： IZ昌|[ 
食料品，調味料 82.6 6.8 1.0 3.3 0.5 5.8 
菓子，パソ類 74.1 8.3 1.3 5.0 1.0 10.3 
呉 服， 反 物 15.2 29.2 1.5 30.7 5.5 2.0 15.9 
男 子 洋 服 8.5 17.6 2.1 33.8 7.8 5.9 24.3 I 
婦人子供服，同生地 15.4 20.1 1.3 37.3 8.7 2.8 14.4 
洋品雑貨，小間物 29.2 28.7 1.5 20.3 5.6 1.3 13.4 
靴， 履 物 20.3 30.2 2.6 29.4 3.1 1. 3 13.1 
大都市近郊農村の消費者行動
医薬品，化粧品 43.9 24.6 3.3 10.7 2.0 0.2 15.3 
家具，寝具類 13.1 34.2 0.8 23.5 2.6 0.5 25.3 
日用品，家庭用品 56.5 20.4 1.5 5.6 2.3 13.7 
雑誌，文房具 42.0 34.7 2.0 6.4 0.8 0.5 13.6 
趣味，娯楽品 12.0 16.5 2.1 26.0 7.3 1.8 34.3 
平 均 34.3 22.6 1.8 19.3 4.0 1.4 16.6 
御 津 町 近所 竜野 生相 1 穂赤 姫祠 姫白 1 阪神 I1 塁無
食料品，調味料 86.8 0.6 0.4 5.0 1.0 0.2 6.0 
菓子，パン類 83.4 0.4 0.2 6.4 0.2 0.4 9.0 
呉 服， 反 物 33.4 0.9 0.4 86.8 9.5 1.7 17.3 
男 子 洋 服 18.1 0.4 0.4 0.2 45.3 8.0 4.8 22.8 
婦人子供服，同生地 32.9 0.6 40.5 8.1 1.7 16.2 
洋品雑貨，小間物 47.6 0.6 0.2 0.2 26.3 6.8 1.5 16.8 
靴， 履 物 44.5 0.6 0.2 36.0 3.7 0.8 14.2 
医薬品，化粧品 60.4 o.4 I 19.9 1.8 0.4 17.1 
家具，寝具類 22.3 0.6 0.4 42.2 4.8 1.4 28.3 
日用品，家庭用品 70.1 0.4 0.2 9.8 2.4 0.4 16.7 
雑誌，文房具 62.2 1.0 0.8 17.4 1.8 0.4 16.4 
趣味，娯楽品 20.4 0.6 i 0.2 31.3 8.2 2.2 37.1 
平 均 48.5 0.6 i 0.3 26.5 4.7 1.3 18.1 
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大都市近郊農村の消費者行動
太 子
町 i腐雷 I塁I畠IZ|：塁 1[ 
食料品，調味 料 86.8 1.8 3.7 1.1 0.1 6.5 
菓子，パン類 81.9 1.6 0.1 5.5 1.0 0.2 9.2 
呉 服， 反 物 29.3 6.4 36.7 10.3 2.0 15.3 
男 子 洋 服 19.6 4.0 0.5 38.2 7.8 6.2 23.7 
婦人子供服，同生地 24.9 4.5 0.1 44.4 10.3 1.8 14.0 
洋品雑貨，小間物 45.3 6.1 25.9 8.8 1.3 12.6 
靴， 履 物 39.4 5.3 0.4 36.5 5.1 1.1 12.2 
医薬品，化粧品 66.0 3.9 11.6 1.8 1.2 15.5 
家具，寝具類 28.2 6.6 0.1 31.7 6.9 0.8 25.7 
日用品，家庭用品 71.4 2.3 0.1 7.6 3.8 0.3 14.5 
雑誌，文房具 65.9 6.0 0.2 10.8 2.0 1.1 14.0 
趣味，娯楽品 24.6 2.4 30.1 9.5 2.4 31.0 
平 均 48.2 4.3 0.1 23.8 5.8 1.6 16.1 
林 田 町|器|贋|塁 IヽI~ I i I~ I! 
食料品，調味料 83.0 2.0 4.8 2.7 7.5 
菓子，パン類 78.9 2.8 4.5 0.7 1.0 12.1 
呉 服， 反 物 44.8 12.5 22.2 5.7 2.0 12.8 
男 子 洋 服 30.0 10.0 28.3 4.1 5.9 21.7 
婦人子供服，同生地 47.4 6.0 28.2 4.4 2.0 12.0 I 
洋品雑貨，小間物 63.0 6.0 16.4 2.0 1.3 11.3 
靴， 履 物 59.2 6.7 19.7 3.0 0.7 10.7 
医薬品，化粧品 67.7 7.5 0.3 8.2 2.4 1.0 12.9 
家具，寝具類 36.9 16.0 0.3 20.2 2.4 1.4 22.8 
日用品，家庭用品 77.7 3.1 4.2 0.7 14.3 
雑誌，文房具 62.3 11.4 8.7 1.0 16.6 
趣味，娯楽 品 30.5 9.3 21.5 3.1 1.7 33.9 
平 均 56.8 7.8 15.5 2.7 1.4 15.7 ¥ 
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新 宮
町 i嘉雷 I塁ヽ： I! I塁9
食料品，調味料 86.4 4.1 0.1 2.6 0.6 0.2 6.0 
菓子，パン類 79.2 3.8 0.1 0.1 3.2 1.1 0.7 11.8 
呉 服， 反 物 34.2 15.6 0.2 25.3 6.9 1.8 16.0 
男 子 洋 服 24.7 10.4 0.1 0.1 28.2 6.5 6.3 23.7 
婦人子供服，同生地 37.4 11.7 0.1 0.1 25.9 7.1 2.3 15.4 
洋品雑貨，小間物 51.7 12.1 0.1 0.1 12.8 4.9 0.9 17.4 
靴， 履 物 46.0 14.5 0.1 0.1 21.6 2.5 2.4 13.8 
医薬品，化粧品 56.6 15.2 0.4 6.9 1.7 0.9 18.3 
家具，寝具類 32.5 17.6 0.1 17.1 3.0 0.9 28.8 
日用品，家庭用品 70.3 8.2 0.1 0.1 4.8 1.0 0.4 15.1 
雑誌，文房具 60.8 14.3 6.0 1.6 0.7 16.6 
趣味，娯楽品 29.9 8.8 0.2 0.1 16.8 6.4 1.8 36.0 
平 均 50.7 11.3 0.1 14.3 3.6 1.5 18.4 
か
、
そ
れ
と
も
明
ら
か
に
近
代
意
識
よ
り
出
て
い
る
の
か
は
、
今
少
の
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
が
思
い
つ
き
の
結
果
で
あ
る
農
村
に
於
て
も
少
く
と
も
希
望
と
し
て
は
正
札
が
多
く
な
っ
て
い
る
化
、
店
の
窪
営
合
理
化
に
は
論
を
侯
た
ず
正
札
販
売
が
必
要
で
あ
る
。
消
し
た
も
の
が
吾
国
に
は
今
日
尚
地
方
の
み
な
ら
ず
、
大
都
市
に
於
一
方
で
衝
動
的
に
奔
放
な
行
動
と
も
な
る
。
従
っ
て
調
査
に
当
っ
て
の
記
入
と
実
際
の
購
買
活
動
と
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
多
少
の
ズ
あ
る
が
、
前
近
代
的
販
売
に
は
値
切
り
、
値
引
き
は
一
般
的
商
習
慣
で
、
店
も
消
費
者
も
時
間
的
余
暇
を
持
ち
、
購
買
力
は
比
較
的
に
低
い
時
に
起
る
現
象
と
し
て
、
英
国
に
於
て
は
約
七
十
年
以
前
に
姿
を
て
す
ら
可
な
り
広
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
消
費
生
活
の
近
代
調
査
項
目
の
―
つ
に
「
正
札
販
売
に
対
す
る
意
見
」
と
い
う
の
が
に
慣
ら
さ
れ
て
い
れ
ば
尚
更
の
事
で
あ
る
。
レ
が
あ
る
の
が
普
遥
で
あ
る
。
低
収
入
で
細
的
に
低
く
、
事
大
主
義
る
。
農
村
固
有
の
購
買
法
は
固
定
的
で
あ
り
没
個
性
的
で
あ
る
が
、
で
あ
る
か
は
、
農
村
の
近
代
化
を
調
査
す
る
場
合
に
重
要
な
点
で
あ
曰
購
買
行
為
が
意
識
の
表
現
で
あ
る
か
、
衝
動
と
し
て
の
も
の
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
ニ
四
439 
し
詳
細
の
調
査
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
百
貨
店
に
買
物
が
集
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
よ
り
推
察
す
る
と
、
必
ず
し
も
後
者
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
正
札
希
望
と
答
え
つ
4
、
実
際
に
当
っ
て
は
案
外
値
切
る
客
で
あ
る
か
（
参
考
）竜
野
市
に
於
け
る
調
査
に
於
て
は
、
正
札
励
行
希
望
は
全
市
の
人
口
構
成
で
農
業
の
比
率
が
高
い
に
拘
わ
ら
ず
七
五
形
を
示
し
て
い
る
し
、
神
戸
市
が
板
宿
地
区
、
垂
水
地
区
で
行
っ
た
調
査
も
略
々
七
0
彩
を
越
し
て
い
る
。
二
0
•
四
形
、
販
売
方
法
に
つ
い
て
「
店
の
人
が
つ
き
ま
と
っ
て
充
分
品
物
が
見
ら
れ
な
い
」
と
の
記
入
が
多
い
（
特
に
女
性
に
多
い
こ
と
に
注
意
）
。
こ
れ
は
個
性
の
な
い
人
の
買
方
、
商
品
知
識
の
な
い
人
の
買
方
で
あ
り
、
家
計
に
計
画
性
の
少
い
人
の
買
い
方
で
あ
る
。
吾
国
の
中
産
階
級
一
般
す
ら
未
だ
こ
の
段
階
に
あ
る
か
ら
、
農
村
か
ら
か
4
る
希
望
が
出
る
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
農
村
の
人
ほ
説
明
も
さ
れ
て
売
り
つ
け
ら
れ
る
と
遂
い
買
っ
て
し
ま
っ
て
後
で
後
悔
す
る
こ
と
が
多
い
為
め
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
農
民
は
案
外
顔
見
知
り
の
店
で
な
い
と
買
わ
な
い
習
慣
が
他
の
項
で
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
が
そ
の
ま
4
一
般
の
中
産
階
級
（
俸
給
生
活
者
と
解
し
た
い
）
並
の
一
歩
近
代
化
し
た
意
識
的
な
も
の
だ
と
簡
単
に
は
決
め
ら
れ
な
い
。
と
は
言
え
若
い
世
代
の
人
は
教
育
の
力
や
い
ろ
い
ろ
の
文
化
施
設
の
影
響
も
あ
り
、
叉
都
会
の
人
よ
り
反
つ
て
素
朴
で
あ
る
丈
け
に
行
動
も
強
さ
を
示
し
て
い
る
の
で
、
或
は
店
の
人
が
つ
き
ま
と
う
位
、
気
に
せ
ぬ
人
々
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
本
調
査
が
小
学
生
を
持
つ
父
母
の
記
入
で
あ
る
丈
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
喪
者
行
動
値
引
希
望
男
性
別
に
見
れ
ば
正
札
希
望
男
も
知
れ
な
い
。
女
三
ニ
・
八
％
、
女
二
七
・
ニ
形
二
―
•
五
％
ー
ー
（
無
回
答
多
数
）
二
五
揖保川町
御津町
太子町
林田町
新宮町
正行
札せ
励よ
37.5 
11.0 
30.4 
35.0 
30.6 
3
0
6
8
4
 
．
訟
認
邸
20
望
す
る
値
引
を
希
27
も
よ
い
9
0
9
A
A
2
ど
ち
ら
で
7
3
1
1
1
3
1
1
3
1
0
8
1
 
無
回
答
1
3
o
i
&
2
7
4
2
3
 
“40 
購
買
の
合
理
化
は
価
格
、
品
質
、
有
用
性
に
現
れ
る
が
、
先
ず
価
格
に
於
て
の
合
理
性
が
追
求
さ
れ
る
。
右
の
統
計
は
そ
の
煎
し
を
示
し
て
い
る
が
、
農
村
の
人
に
は
文
化
の
浸
透
が
都
市
な
り
他
の
職
業
の
人
よ
り
遅
く
、
そ
の
た
め
購
買
が
充
分
品
質
と
使
用
価
値
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
従
っ
て
割
安
と
い
う
こ
と
に
衝
動
的
に
動
か
さ
れ
て
行
動
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
右
の
よ
う
な
揖保川町
御津町
太子町
林田町
新宮 町
強
せ
よ
A
A
5
5
2
値
段
で
勉
5
6
2
3
4
6
5
0
4
8
け
よ
景
品
を
つ
2.4 
1.2 
1.9 
2.1 
2.8 
2
4
6
4
0
 
4
1
7
5
5
1
4
7
4
9
 
無
回
答
「
値
段
と
景
品
」
に
つ
い
て
ほ
「
特
価
品
と
大
売
出
し
」
に
つ
い
て
は
定
期
的
に
あ
っ
た
方
が
よ
い
と
い
う
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は
最
近
の
如
く
の
べ
つ
幕
な
し
の
売
出
し
、
小
供
だ
ま
し
の
よ
う
な
特
価
品
に
消
費
者
が
あ
き
て
し
ま
い
、
売
ら
ん
か
な
の
か
ら
く
り
が
見
え
す
い
て
信
用
し
か
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
い
か
に
農
民
で
も
度
を
重
ね
れ
ば
事
の
真
相
は
つ
か
め
る
で
あ
ろ
う
し
、
商
策
の
た
く
ま
し
さ
が
反
っ
て
、
農
民
を
近
代
化
へ
と
狩
り
立
て
4
き
た
こ
と
4
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
然
し
無
回
答
が
非
常
に
多
く
無
関
心
で
、
こ
ん
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
こ
と
な
く
、
又
考
え
る
力
も
な
い
証
拠
が
現
れ
て
、
農
村
の
一
面
が
示
さ
れ
て
い
る
。
け
に
そ
の
辺
の
数
字
は
洟
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
特
売
品
が
よ
い
ょに
常
時
勉
強
せ
特
売
品
の
代
り
揖保川町
御津町
太子町
林田町
新宮 町
47.5 
19.7 
34.4 
44.5 
41.5 
8.9 
5.1 
7.3 
7.1 
8.5 
6
2
3
4
0
 
無
回
答
4
3
7
5
5
8
位
50
二
六
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記
入
を
し
な
が
ら
、
景
品
や
特
売
に
は
案
外
人
が
集
る
こ
と
が
実
情
で
あ
っ
て
、
ま
だ
近
代
的
真
の
価
格
に
於
け
る
合
理
性
の
追
求
が
深
く
根
を
下
し
て
い
な
い
。
然
し
右
の
如
き
記
入
を
な
す
如
く
な
っ
た
こ
と
は
近
代
化
さ
れ
つ
4
あ
る
証
拠
だ
と
言
え
よ
う
。
以
上
の
各
種
資
料
は
性
別
、
年
代
別
、
職
業
別
に
集
計
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
完
成
を
待
て
ば
更
に
吾
々
の
目
的
に
副
う
如
き
傾
向
を
発
見
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
(
5
5
誌
同
号
以
上
を
以
て
見
る
に
大
都
市
近
郊
の
農
村
は
一
般
に
推
測
さ
れ
て
い
る
程
、
現
状
は
未
だ
近
代
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
農
村
の
生
活
様
式
は
生
産
様
式
の
変
化
稲
に
近
代
的
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
成
程
近
代
的
商
品
は
い
ろ
い
ろ
と
買
入
れ
ら
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
合
理
的
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
農
村
の
近
代
化
の
煎
芽
を
い
ろ
／
＼
の
面
で
見
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
テ
ン
ボ
も
漸
次
急
速
に
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
今
後
に
あ
り
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
部
分
的
に
は
既
に
可
な
り
の
近
代
化
を
見
せ
て
い
る
面
も
見
ら
れ
る
。
例
え
即
ち
昭
和
二
十
七
年
度
に
大
阪
府
が
実
施
し
た
「
く
す
り
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
農
村
に
於
て
も
（
都
心
や
衛
星
都
市
の
中
心
と
比
し
、
他
の
職
業
と
比
す
れ
ば
劣
る
が
）
救
急
薬
や
体
温
計
、
注
射
器
が
家
庭
に
可
な
り
常
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
農
村
生
活
の
近
代
化
は
農
民
の
近
代
意
識
を
促
進
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
農
業
の
み
な
ら
ず
商
業
工
業
の
合
理
的
経
営
に
も
っ
な
が
る
こ
と
4
な
る
。
従
っ
て
人
口
の
半
に
近
い
農
村
の
近
代
化
テ
ン
ボ
の
如
何
ほ
吾
国
経
済
の
生
産
性
従
っ
て
成
長
に
つ
い
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
し
、
も
し
そ
の
一
面
が
前
進
し
、
他
の
半
面
が
後
退
或
ほ
停
滞
せ
ざ
る
を
得
な
い
如
き
状
態
に
あ
り
と
せ
ば
、
そ
の
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
ば
衛
生
の
面
な
ど
そ
の
一
例
で
あ
る
。
五、
拙
稿
参
照
）
1
一七
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
都
市
近
郊
農
村
の
消
費
者
行
動
検
討
は
、
お
ろ
そ
か
に
出
来
な
い
。
従
っ
て
今
後
大
都
市
近
郊
の
農
村
を
例
と
し
て
農
村
の
近
代
化
が
如
何
な
る
姿
を
示
し
て
ゆ
く
か
、
そ
の
影
響
が
叉
国
民
経
済
に
如
何
な
る
反
作
用
を
な
す
か
、
そ
の
動
向
に
吾
々
は
今
少
し
観
察
を
加
え
、
そ
の
根
源
を
明
ら
か
に
し
な
ニ
八
